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選出母体 

連 合 大 分  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

労 働 金 庫  

全 労 済  

県 生 協 連  

医 療 生 協  

県 民 共 済 会  

労 福 協  

連 合 大 分  

労 働 金 庫  

全 労 済  

連 合 大 分  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

労 働 金 庫  

全 労 済  

総 合 生 協  

県 生 協 連  

医 療 生 協  

県 民 共 済 会  

連 合 大 分  

労 働 金 庫  

所属団体 

連 合 大 分  

自 治 労  

ＵＩゼンゼン同盟 

電 機 連 合  

九州労働金庫大分県本部 

全労済大分県本部 

大分県生協連合会 

大分県勤労者医療生協 

大 分 県 民 共 済 会  

大 分 県 労 福 協  

連 合 大 分  

九州労働金庫大分県本部 

全労済大分県本部 

連 合 大 分  

日 教組（県教組） 

電 力 総 連  

Ｊ Ｐ Ｕ 大 分  

私 鉄 総 連  

自 治 労 大 分  

自 動 車 総 連  

基 幹 労 連  

運 輸 労 連  

情 報 労 連  

化 学 総 連  

サービス・流通連合 

九州労働金庫大分県本部 

全労済大分県本部 

大 分 県 総 合 生 協  

大分県生協連合会 

大分県勤労者医療生協 

大 分 県 民 共 済 会  

化 学 総 連  

九州労働金庫大分県本部 

役職名 

会 長  

 

 

 

副 会 長  

（ ８ 名 ） 

 

 

 

事務局長 

 
事務局次長 
（ ３ 名 ）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹 事  
（18名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計監査 
（ ２ 名 ） 

大分県労働者福祉協議会2006年度・役員一覧表 
2006年6月29日 

　
大
分
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
の

第
21
回
定
期
総
会
は
、
６
月
29
日

（
木
）13
時
30
分
か
ら
全
労
済
ソ

レ
イ
ユ
７
Ｆ
・
カ
ト
レ
ア
に
お
い

て
、
役
員
・
代
議
員
あ
わ
せ
て
約

100
名
（
委
任
状
含
む
）
が
出
席
、

来
賓
に
は
、
大
分
県
商
工
労
働
部

審
議
監
・
田
中
修
二
氏
、
社
民
党

大
分
県
連
合
副
代
表
・
木
許
晃
氏
、

社
民
党
大
分
県
連
合
代
表
・
吉
良

州
司
氏
の
三
氏
を
迎
え
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
園
田
英
雄
事
務
局
次

長
の
司
会
、
高
橋
和
善
副
会
長
の

開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、
議
長
団
に

は
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
喜
納
浩
信

代
議
員
、
大
分
県
教
組
・
広
津
留

智
代
議
員
の
２
名
を
選
出
、
議
長

の
総
会
成
立
宣
言
後
、
嶋
　
龍
生

会
長
の
主
催
者
代
表
挨
拶
に
引
き

続
い
て
三
氏
よ
り
来
賓
挨
拶
を
受

け
、
そ
の
後
議
案
審
議
に
入
り
ま

し
た
。 

　
加
盟
団
体
・
組
織
の
全
面
的
な

支
援
と
協
力
を
い
た
だ
い
て
積
極

的
な
活
動
を
展
開
し
て
き
た
２
０

０
５
年
度
の
活
動
報
告
・
会
計
決

算
報
告
・
監
査
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ

承
認
さ
れ
、
２
０
０
６
年
度
の
活

動
方
針
（
案
）
で
は
、
ひ
き
つ
づ

き
労
働
組
合
と
労
働
福
祉
事
業
団

体
と
の
連
携
を
強
め
な
が
ら
、
環

境
に
優
し
い
福
祉
社
会
と
安
心
と

ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
実
現
を
目
指

す
と
い
う
「
活
動
の
基
調
」
と
「
勤

労
者
の
暮
し
に
か
か
わ
る
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
へ
の
体
制
づ
く
り
を
は

じ
め
と
す
る
９
項
目
に
亘
る
「
具

体
的
な
取
り
組
み
」
が
新
し
い
予

算
（
案
）
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
満

場
一
致
で
確
認
・
決
定
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。 

 

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
２
０

０
６
年
度
の
役
員
選
出
に
つ
い
て

は
、
自
治
労
・
棚
村
和
秀
選
考
委

員
長
よ
り
、
選
出
経
過
の
報
告
と

幹
事
29
名
・
監
査
２
名
の
氏
名
が

発
表
さ
れ
、
満
場
の
拍
手
で
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
た

だ
ち
に
総
会
休
憩
・
05
年
度
第
１

回
幹
事
会
を
開
催
、
互
選
に
よ
り

嶋
　
会
長
以
下
四
役
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
は
齊
藤
忠
夫
事

務
局
長
が
退
任
し
、
新
事
務
局
長

と
し
て
馬
場
徳
明
氏
（
Ｊ
Ｐ
Ｕ
大

分
県
協
出
身
）
が
選
出
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。 

        

　
総
会
最
後
に
は
、『
活
力
あ
る

福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
そ
う
!!

│
地
域
共
生
で
暮
し
に
夢
を
│
』

の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
、
３
本

の
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ
、

足
立
勇
一
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。 

氏　名 

嶋 　 　 龍 生  

棚 村 　 和 秀  

米 田 　 正 規  

高 橋 　 和 善  

南 　 征 一 郎  

羽 明 　 省 三  

足 立 　 勇 一  

柳 楽 　 　 翼  

亀 山 　 　 哲  

馬 場 　 徳 明  

後 藤 　 泰 宏  

柴 田 　 武 文  

園 田 　 英 雄  

森 迫 　 信 夫  

森 　 　 政 文  

藤 田 　 正 直  

 

藤 田 　 敏 博  

丸 山 　 初 彦  

脇 本 　 敏 行  

開 田 　 恵 三  

橋 本 　 敏 雄  

亀 井 　 弟 二  

挾 間 田 昌 治  

花 木 　 保 憲  

高 橋 　 哲 雄  

川 辺 　 　 修  

（川辺　　修） 

太 田 　 耕 作  

後 藤 　 俊 一  

舛 友 　 俊 一  

駒 居 　 利 宗  

衛 藤 　 　 光  
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①  

別
府
市
　 

②  

災
害
時
の
物
資
供
給
に
関
す
る
協
定 

＝
敬
称
略
＝ 

膳
所
　
和
貴（
国
東
市
） 

清
家
　
信
彦（
大
分
市
） 

八
坂
　
美
穂（
大
分
市
） 

岩
田
　
輝
代（
別
府
市
） 

椎
野
　
　
純（
宇
佐
市
） 

高
瀬
　
　
誠（
日
田
市
） 

高
橋
　
憲
一（
竹
田
市
） 

岩
男
　
隆
司（
大
分
市
） 

河
村
　
久
義（
大
分
市
） 

近
澤
リ
サ
エ（
佐
伯
市
） 

機
関
紙
68
号
の
第
25
回
ク
イ
ズ
に
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
中
央
労
福
恊
主
催
に
よ
る
06
年

度
の
全
国
研
究
集
会
が
６
月
８
〜

９
日
の
日
程
で
、
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
研
究
集
会
は
、「
勤
労

者
の
暮
ら
し
を
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
支
え
あ
お
う
」
の
テ
ー
マ
を

掲
げ
、
一
つ
目
に
は
格
差
社
会
の

進
行
な
ど
、
大
き
く
変
わ
る
日
本

社
会
の
実
体
を
見
つ
め
な
が
ら
、

日
本
が
21
世
紀
に
目
指
す
べ
き
社

会
を
世
界
的
な
視
野
か
ら
学
ぶ
こ

と
。
２
つ
目
に
は
、
労
福
恊
と
し

て
の
06
年
度
の
重
点
課
題
で
あ
る

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
（
総

合
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
）
」

の
早
期
立
ち
上
げ
を
目
指
し
た
経

験
交
流
。
を
開
催
目
的
と

し
た
２
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
日
程
第
１
日
目
に
は
、

基
調
講
演
Ⅰ
と
し
て
日
本

総
合
研
究
所
理
事
長
・
三

井
物
産
戦
略
研
究
所
長
・

寺
島
実
郎
氏
に
よ
る
「
世

界
潮
流
と
日
本
│
企
業
お

よ
び
労
働
組
合
の
進
路
│
」、

基
調
講
演
Ⅱ
と
し
て
早
稲

田
大
学
社
会
科
学
部
教
授
・

岡
沢
憲
芙
氏
に
よ
る
「
21

世
紀
型
福
祉
社
会
の
構
築

│
少
子
高
齢
化
に
ど
う
政

策
対
応
す
る
か
│
」
が
あ
り
、

両
講
師
と
も
海
外
経
験
が

豊
富
な
だ
け
に
グ
ロ
ー
バ

ル
な
講
演
内
容
が
印
象
的
で
し
た
。 

　
と
り
わ
け
環
境
保
護
を
考
え
る

と
き
、
地
球
の
大
き
さ
（
直
径
あ

る
い
は
円
周
）
に
比
較
し
て
、
人

間
が
生
活
で
き
る
大
気
圏
の
狭
さ
、

極
め
て
薄
い
膜
に
覆
わ
れ
た
地
球

と
い
う
天
体
を
イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
、

そ
の
大
切
さ
が
否
応
な
し
に
理
解

で
き
る
こ
と
。
ま
た
少
子
高
齢
化

問
題
に
対
し
て
は
、
世
界
最
長
寿

国
と
い
う
現
状
を
逆
手
に
と
っ
て

柔
軟
な
幅
広
い
対
策
を
求
め
る
為

に
も
、
日
本
の
組
織
の
ト
ッ
プ
は

「
男
・
日
本
人
・
生
え
抜
き
」
と

い
う
考
え
方
か
ら
脱
却
し
、
政
策

や
施
策
へ
の
納
得
・
同
意
と
い
う

点
か
ら
も
、
組
織
の
意
思
決
定
過

程
に
女
性
・
外
国
人
・
若
者
の
参

画
が
必
要
。
と
の
講
演
内
容
が
印

象
的
で
し
た
。 

　
日
程
第
２
日
目
に
は
、「
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
に
向

け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
へ
の

ス
タ
ン
ス
」
に
つ
い
て
、
連
合
本

部
・
労
金
協
会
・
全
労
済
本
部
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
議
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
基

本
的
な
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え

方
が
の
べ
ら
れ
、
そ
の
後
先
行
し

て
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る

石
川
県
・
静
岡
県
・
山
口
県
・
沖

縄
県
の
状
況
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
で
の
報
告
が

な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
こ
の
中
央
研
究
集
会
に
は
、
各

県
労
福
恊
を
中
心
に
各
事
業
団
体

や
労
働
組
合
か
ら
総
勢
280
名
余
が

出
席
し
、
大
分
県
労
福
恊
か
ら
は
、

中
央
労
福
恊
か
ら
の
要
請
も
あ
り

南
副
会
長
（
労
金
大
分
県
本
部
長
）、

川
辺
幹
事
（
全
労
済
大
分
県
本
部

専
務
理
事
）、
齊
藤
事
務
局
長
、

穴
見
職
員
の
４
名
で
対
応
し
た
と

こ
ろ
で
す
。 



(3)　第 69 号 2006年７月１日 

　
５
月
30
日
、
理
事
21
名
・
監
事

３
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
２
０

０
５
年
度
の
第
７
回
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
報
告
事
項
と
し
て
、

①
前
回
理
事
会
以
降
の
主
な
会
議

開
催
状
況
報
告
、
②
生
活
保
障
設

計
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
採
用
、
③
電

話
番
号
の
変
更
、
④
共
済
事
業
の

進
捗
状
況
、
⑤
介
護
事
業
の
進
歩

状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
、

全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
協
議
事
項
で
は
、
①
役
員
交
代

の
取
り
扱
い
、
②
役
員
補
充
（
補

欠
）
選
挙
の
実
施
、
③
役
員
選
考

委
員
の
選
出
、
④
２
０
０
６
年
度

通
常
総
代
会
の
開
催
、
⑤
２
０
０

６
年
度
６
・
７
月
暫
定
管
理
費
予

算
の
設
定
、
⑥
介
護
事
業
の
普
通

預
金
口
座
解
約
、
⑦
２
０
０
６
年

度
推
進
方
針
（
素
案
）、
⑧
そ
の

他
に
つ
い
て
の
提
案
を

行
い
、
全
員
異
議
な
く

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

44制度改定   つのポイント 4
パ
ワーアップ

1
自転車事故の賠償にも備えませんか？ 

さらに弁護士費用等補償特約をセットすれば安心です。 
自転車賠償責任補償特約を新設!

パ
ワーアップ

2
お子さまも運転するなら… 

子供運転年齢条件を新設!
パ
ワーアップ

3
車中動産盗難補償特約が自動付帯の 

車両損害補償特約オールリスクWを新設!
パ
ワーアップ

4
割引制度がさらに充実!!

盗難防止装置装備車割引を新設!

ワイド 

マイカー共済はモラルあふれるドライバーのための補償 ─── くるまも自転車もルールを守って安全運転!!

全労済のマイカー共済は、消費生活協同組合法にもとづき運営されている非営利の助け合い制度です。 

自賠責共済と合わせてご加入いただくことでさらに安心がふくらみます。 

新しくなったこの機会にぜひ、ご検討ください。 

2006年8
月 

スタート!!

安心がパワーアッ
プ!!

安心がパワーアッ
プ!!

安心がパワーアッ
プ!!多くの組合員

の声に応えて
 

さらに 
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２
０
０
６
年
５
月
30
日（
火
）ソ

レ
イ
ユ
３
Ｆ
「
牡
丹
の
間
」
に
お

い
て
、
２
０
０
５
年
度
第
６
回
理

事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
協
議
事

項
の
主
な
内
容
は 

①
理
事
の
変
更
、
②
役
員
補
充
選

挙
実
施
、
③
役
員
選
考
委
員
の
選

出
、
④
２
０
０
６
年
度
総
合
生
協

役
員
全
県
区
理
事
定
数
の
確
認
、

⑤
２
０
０
６
年
度
通
常
総
代
会
の

開
催
、
⑥
２
０
０
６
年
度
再
共
済

連
総
会
代
議
員
の
選
出
、
⑦
２
０

０
６
年
度
６
月
・
７
月
期
暫
定
管

理
費
予
算
、
⑧
住
宅
・
旅
行
事
業

の
当
面
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
、

⑨
そ
の
他
に
つ
い
て
の
提
案
を
行

い
全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

　2003年８月、総合生協創立20周年記念行事の社会
貢献事業として、「モンゴルの子供の教育向上と友好
親善」を目的にモンゴル国バヤンホンゴル県に学校を
建設することとし、寄贈をしました。 
　その後コンクリート２階建ての公立学校が完成。「総
合生協学校」と名付けられました。2006年４月26日
11時よりバヤンホンゴル県現地で開校式が開催され
たとの報告がモンゴル親善協会を通じてありました。 

　2006年５月28日（日）大分市の新日鐵体育館において、

「SOGOSEIKYOカップ 第14回大分県小学生ドッジボール

選手権大会」を開催し、県下各地から21チーム・320名が

参加して熱戦が繰り広げられました。結果については、オ

オハタブレイカーズ（中津）が優勝を飾り２位以下につい

ては次のとおりです。 

オオハタブレイカーズ（中津） 
如水T・O・D（中津） 
荏隈グレートドラゴンズA（大分） 

優勝 
２位 
３位 

2006年度  大分県労働者 
総合生活協同組合通常総代会 

2006年７月31日（月） 13時30分より 
全労済ソレイユ７階「カトレアの間」 

と　き 

ところ 

詳しくは、旅行センターへお問い合せください。　TEL097-548-5515  FAX097-548-5551  総合旅行業務取扱管理者／上金 靖典 

2006年７月１日～ 
８月31日（一部９月30日まで） 

時期 

内容 

2006年７月～８月の 

　　　　　　　 の２～４週間 
時期 

¥135,000～¥584,000費用 

¥250,000費用 

小・中・高生・社会人を対象とし
て、

アメリカ・カナダ・オーストラリ
ア、

イギリスの各地にホームステイ
＆

語学研修 

内容 九州各地の特色あるホテル・旅館とタイアップ（21施設） 

８月４日～11日の８日間 時期 

南ゴビとバヤンホンゴル 

¥225,000費用 

８月４日～９日の６日間 時期 

蒼い空南ゴビ 

¥228,000費用 

８月６日～11日の６日間 時期 

満天の星南ゴビ 

A
コ
ー
ス
 

B
コ
ー
ス
 

C
コ
ー
ス
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県
民
共
済
会
で
は
、
公
益
福
祉

事
業
の
一
環
と
し
て
「
パ
ソ
コ
ン

教
室
」
を
年
二
回
程
度
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
今
回
は
、「
初
級
コ
ー
ス
」
と
「
初

中
級
コ
ー
ス
」
の
二
コ
ー
ス
を
実

施
し
ま
し
た
。 

　「
初
級
コ
ー
ス
」
は
、
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
の
基
礎
操
作
を
マ
ス
タ

ー
す
る
こ
と
を
主
眼
に
置
き
、「
初

中
級
コ
ー
ス
」
は
、
初
級
か
ら
中

級
レ
ベ
ル
ま
で
一
ヶ
月
半
か
け
て

行
い
ま
し
た
。 

　
受
講
者
の
皆
様
は
、
仕
事
に
家

庭
に
普
及
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
を

マ
ス
タ
ー
し
よ
う
と
、
真
剣
な
眼

差
し
で
、
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

   

初
中
級
コ
ー
ス 

■
期
　
間
　
五
月
十
五
日
〜 

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
九
日 

　
　
　
　 

（
毎
週
月
・
木
曜
日
） 

■
場
　
所
　「
ア
イ
ネ
ス
」 

■
受
講
者
　
十
九
名 

   

初
級
コ
ー
ス 

■
期
　
間
　
五
月
十
六
日
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
九
日 

　
　
　
　 

（
毎
週
火
・
金
曜
日
） 

■
場
　
所
　「
ア
イ
ネ
ス
」 

■
受
講
者
　
二
十
名 

　
二
〇
〇
六
年
六
月
十
九
日
に
第

一
回
総
務
委
員
会
お
よ
び
業
務
推

進
委
員
会
を
開
催
し
、
二
〇
〇
六

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
左
表
の

通
り
、
提
案
し
、
確
認
が
さ
れ
ま

し
た
。 

　
団
体
向
け
の
「
医
療
扶
助
共
済
」

「
移
行
医
療
共
済
」
に
つ
い
て
は
、

県
民
共
済
会
の
理
事
・
評
議
員
の

出
身
組
織
や
連
合
大
分
加
盟
組
織

で
未
加
入
の
組
織
に
対
し
て
、
各

組
織
の
事
情
を
踏
ま
え
て
新
規
加

入
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

　（
具
体
的
な
、
取
組
み
に
つ
い

て
は
、
職
員
が
お
伺
い
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
） 

目　　標 
共　済　種　別 

合　　計 

口　数 

270,000 

16,800 

1,200 

32,000 

320,000

 

団体向け 

 

個人向け 

件　数 

9,000 

420 

1,000 

800 

11,220

 

医療扶助共済 

移行医療共済 

新介護共済 

医 療 共 済  
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第
53
回
県
通
常
総
会
は
さ
る
６

月
30
日（
金
）に
全
労
済
会
館
「
ソ

レ
イ
ユ
」
に
お
い
て
、
加
盟
生
協

か
ら
代
議
員
49
名
、
県
連
役
員
15

名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
は
、

後
藤
理
事
が

進
行
し
、
大

分
県
勤
労
者

医
療
生
協
の

河
津
暁
爾
さ

ん
が
議
長
と

な
り
、
最
初

に
県
連
足
立

会
長
よ
り「
生

協
を
取
り
巻

く
情
勢
は
き

び
し
く
、
組

合
員
の
家
庭

と
直
結
す
る

生
協
に
な
る

こ
と
が
重
要

で
、
組
合
員

の
信
頼
に
こ

た
え
ら
れ
る

も
の
に
な
っ

て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
平

和
問
題
、
地
球
温
暖
化
等
に
よ
る

環
境
破
壊
問
題
、
食
の
安
全
問
題
、

消
費
者
政
策
等
、
こ
れ
か
ら
都
道

府
県
等
の
行
政
の
中
で
ど
う
生
か

さ
れ
て
行
く
の
か
、
日
生
協
総
会

で
提
起
さ
れ
て
い
る
２
０
１
０
年

ビ
ジ
ョ
ン
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
、

山
積
す
る
課
題
は
沢
山
あ
り
ま
す

が
、
こ
う
ゆ
う
時
期
で
あ
る
か
ら

こ
そ
会
員
生
協
や
加
盟
す
る
組
合

員
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ゆ
け
ば
、
将
来
に
明
る
い
展
望
が

開
け
る
。
そ
の
た
め
に
努
力
を
惜

し
ま
ず
が
ん
ば
ろ
う
。」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、
来
賓
と
し
て
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
大
分
県
生
活
環

境
部
県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画

課
、
宮
成
公
則
参
事
兼
課
長
、
日

本
生
協
連
九
州
地
連
、
近
藤
美
知

子
さ
ん
、
大
分
県
労
福
恊
、
嶋
崎

龍
生
会
長
、
小
野
弘
利
大
分
県
議

会
議
員
、
九
州
労
金
大
分
県
本
部

柴
田
武
文
副
本
部
長
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
議
案
審
議
に
入
り
ま

し
た
。 

　
第
１
号
議
案
で
は
、
２
０
０
５

年
度
の
活
動
報
告
と
決
算
報
告
、

監
査
報
告
、
剰
余
金
処
分
案
に
つ

い
て
太
田
専
務
理
事
と
後
藤
監
事

か
ら
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
第
２
号
議
案
で
は
、
２
０
０
６

年
度
の
活
動
計
画
と
収
支
予
算
書

が
提
案
さ
れ
、
２
０
０
６
年
度
の

基
調
方
針
、
重
点
方
針
と
課
題
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
３
号
議
案
で
は
、
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
足
立
会
長
・

太
田
専
務
体
制
で
任
務
を
遂
行
す

る
こ
と
に
な
り
、
新
し
く
、
後
藤

（
日
田
市
民
生
協
）・
工
藤
（
コ
ー

プ
お
お
い
た
）・
川
辺
（
総
合
生
協
）・

田
辺
（
医
療
生
協
）
の
４
名
が
理

事
に
、
河
津
（
勤
労
者
医
療
生
協
）・

児
玉
（
コ
ー
プ
お
お
い
た
）
の
２

名
が
監
事
に
就
任
し
ま
し
た
。
亀

山
理
事
（
総
合
生
協
）・
酒
井
理

事
（
日
田
市
民
生
協
）
に
は
長
年

ご
努
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
小
手
川
理
事
（
医
療
生

協
）
に
お
い
て
は
任
期
中
に
お
亡

く
な
り
に
な
り
、
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り 

申
し
上
げ 

ま
す
。 

氏　　名 

足 立 　 勇 一  

太 田 　 耕 作  

工 藤 　 則 男  

後 藤 　 哲 也  

松 本 　 　 豊  

山 口 　 重 久  

渋 谷 　 弘 文  

細 井 　 正 彦  

宇 都 宮 重 幸  

阿 部 　 　 巌  

川 辺 　 　 修  

後 藤 　 俊 一  

田 辺 　 　 修  

長 野 　 裕 二  

児 玉 　 　 清  

河 津 　 暁 爾  

出身会員名 

員　　外 

員　　外 

コ ー プ お お い た  

日 田 市 民 生 協  

グリーンコープおおいた 

大 分 県 学 校 生 協  

大 分 県 高 校 生 協  

大 分 大 学 生 協  

大 分 県 職 員 生 協  

自 治 労 信 販 生 協  

大 分 県 総 合 生 協  

大分県勤労者医療生協 

大 分 県 医 療 生 協  

大分県高齢者福祉生協 

コ ー プ お お い た  

大分県勤労者医療生協 

役職名 

会長理事  

専務理事  

理 事  

理 事  

理 事  

理 事  

理 事  

理 事  

理 事  

理 事  

理 事  

理 事  

理 事  

理 事  

監 事  

監 事  

 

再 

再 

新 

新 

再 

再 

再 

再 

再 

再 

新 

再 

新 

再 

新 

新 

2006年度  役員名簿  
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医
療
制
度
改
革
関
連
法
案
が
先

の
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。 

　
生
活
習
慣
病
対
策
な
ど
が
始
ま

る
一
方
、
高
齢
者
の
負
担
は
重
く

な
り
ま
す
。
高
齢
者
の
患
者
負
担

割
合
は
今
年
10
月
か
ら
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
現
役
並
の
所
得

の
あ
る
70
歳
以
上
の
負
担
は
２
割

か
ら
３
割
へ
、
70
〜
74
歳
は
１
割

か
ら
２
割
へ
引
き
上
げ
ら
れ
、
１

割
負
担
は
現
役
並
の
所
得
者
を
除

く
75
歳
以
上
だ
け
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
70
歳
以
上
が
長
期
入
院
し

た
場
合
、
食
費
や
居
住
費
（
光
熱

費
な
ど
）
の
負
担
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
患
者
が
多
額
な
医
療

費
を
支
払
っ
た
場
合
に
患
者
負
担

限
度
額
を
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ

れ
る
「
高
額
療
養
費
制
度
」
の
限

度
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
療

養
病
床
の
利
用
者
や
高
額
療
養
費

の
適
用
者
に
は
高
齢
者
が
多
い
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
高
齢
者
が
狙
い

撃
ち
さ
れ
た
感
は
拭
い
き
れ
ま
せ

ん
。 

　
な
ぜ
、
高
齢
者
の
負
担
を
増
や

す
の
か
と
の
問
い
に
国
の
説
明
は

「
保
険
料
と
税
金
で
賄
わ
れ
て
い

る
医
療
給
付
費
は
、
団
塊
の
世
代

が
75
歳
以
上
と
な
る
25
年
度
に
は

56
兆
円
以
上
に
膨
ら
む
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
厚
労
省
の
こ
れ
ま
で

の
予
測
は
常
に
実
際
よ
り
遥
か
に

過
大
で
す
。
例
え
ば
95
年
の
予
測

で
は
２
０
０
０
年
度
の
医
療
費
は

38
兆
円
で
し
た
が
、
実
際
は
30
兆

円
、
同
じ
く
04
年
度
の
予
測
は
50

兆
円
に
対
し
実
際
は
32
兆
円
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
危
機
感
を
煽
る
た
め
に
信
頼
の

お
け
な
い
試
算
を
も
と
に
高
額
負

担
を
強
い
ら
れ
る
国
民
は
納
得
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過

度
な
負
担
増
は
老
後
の
生
活
不
安

を
煽
り
か
ね
ず
、
今
後
は
き
め
細

か
な
軽
減
策
な
ど
を
求
め
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　大分協和病院のリハビリテーション科で新しい治
療法を取り入れていて患者さんに好評です。 
　新治療法は、関節運動学的アプローチ博田法（Ａ
ＫＡ法）と呼ばれ、運動療法の一つで、これまで行
われていたリハビリテーション技術に不足する部分
を補うために不可欠なものです。 
　関節が原因で起こる腰痛や関節痛を取り除くだけ
でなく、脳卒中や骨折後のリハビリとしても幅広く
取り入れられています。 
　現在、日本ＡＫＡ医学会（医師）と日本ＡＫＡ研
究会理学療法士会の二つの団体を通して技術取得が
行われていますが、大分県内では大分協和病院が唯
一、学会認定の理学療法士が治療を行っています。 

        

　
勤
労
者
医
療
生
協
の
第
25
回
通

常
総
代
会
が
５
月
27
日
に
ソ
レ
イ

ユ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
や
医
療

制
度
改
革
な
ど
の
厳
し
い
現
実
に

対
し
て
、
組
合
員
や
役
職
員
が
一

体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
く
方
針

な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
役
員
の
改
選
期
で
、
次
の

よ
う
に
新
し
い
役
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。 

理

事

長

 

副
理
事
長 

〃 

専
務
理
事 

常
務
理
事 

理

事

 

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 

監

事

 

〃 〃 

柳

楽

　

　

翼

 

嶋

崎

　

龍

生

 

森

迫

　

信

夫

 

後

藤

　

俊

一

 

河

津

　

曉

爾

 

久

米

　

行

則

 

山

本

　

　

真

 

棚

村

　

和

秀

 

森

　

　

政

文

 

馬

場

　

徳

明

 

米

田

　

正

規

 

開

田

　

惠

三

 

朝

生

　

忠

行

 

伊

藤

　

英

子

 

藤

田

　

敏

博

 

南

　

征

一

郎

 

川

辺

　

　

修

 

柳

井

　

永

滋

 

廣

瀬

　

一

策

 

阿

南

　

憲

治

 

上

田

　

　

徹

 

川

島

　

数

志

 

羽

野

　

武

男

 

江

藤

　

喜

啓

 

近

藤

　

豊

春

 

齋

藤

　

忠

夫

 

佐

藤

　

充

好

 

亀

井

　

弟

二

 

役

員

一

覧

 

永年勤務表彰を受ける職員 永年勤務表彰を受ける職員 
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会　員　数 

構 成 員数 

店　舗　数 

職　員　数 

出資金残高 

預 金 残高 

貸出金残高 

6,540団体 

834,967名 

95店舗 

1,226名 

9,094百万円 

15,109億円 

9,531億円 

2006年３月末概況 

理

事

長

 

専
務
理
事 

専
務
理
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事 

非
常
勤
理
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非
常
勤
理
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一
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善

 

花

木

　

保

徳
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部

関

係
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（
大
分
県
教
組
） 

（
連
合
大
分
） 

（
ト
キ
ハ
労
組
） 

　
九
州
労
働
金
庫
（
理
事
長
　
村

上
　
守
）
は
六
月
二
十
七
日
に
ア

ク
ロ
ス
福
岡
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
福

岡
市
中
央
区
）
で
、
第
五
回
通
常

総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

　
開
会
に
あ
た
り
村
上
理
事
長
よ

り
挨
拶
を
行
い
、
二
〇
〇
五
年
度

決
算
も
健
全
な
収
支
を
維
持
、
確

保
で
き
た
御
礼
と
「
新
生
九
州
ろ

う
き
ん
」
と
し
て
、
法
令
順
守
態

勢
の
定
着
に
よ
る
様
々
な
改
革
、

改
善
で
、
組
織
機
構
の
再
編
や
経

営
・
営
業
推
進
体
制
の
強
化
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。 

　
そ
し
て
、
本
総
会
は
、
九
州
労

金
と
し
て
の
改
革
・
改
善
案
と
会

員
連
携
強
化
の
実
施
案
と
し
て
、 

一
、
会
員
直
接
還
元
の
利
用
度
配

　
　
当
の
実
施
。 

二
、
無
担
保
融
資
事
業
の
拡
大
。 

　
①
提
携
民
間
保
証
会
社
の
利
用
。 

　
②
労
働
者
を
多
重
債
務
、
自
己

　
　
破
産
か
ら
守
る
。 

三
、
各
種
通
知
書
等
の
自
宅
郵
送
。 

　
　
※
家
庭
メ
イ
ン
化
の
取
組
み
。 

四
、
運
営
委
員
・
推
進
機
構
に
よ

　
　
る
機
動
的
な
活
動
の
強
化
。 

五
、
連
合
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

　
　
ビ
ス
」
取
組
の
参
加
。 

等
の
提
案
主
旨
の
理
解
を
求
め
る

と
共
に
、
働
く
人
の
福
祉
金
融
機

関
と
し
て
今
後
も
安
定
し
た
経
営

基
盤
に
よ
る
会
員
サ
ー
ビ
ス
と
社

会
貢
献
へ
の
取
組
の
決
意
を
い
た

し
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
議
案
の
提
案
、
審
議

を
行
い
、
第
一
号
か
ら
第
六
号
議

案
ま
で
全
て
満
場
一
致
に
よ
る
承

認
を
い
た
だ
き
、
第
二
期
中
期
計

画
の
二
年
度
目
の
二
〇
〇
六
年
度

活
動
の
ス
タ
ー
ト
と
労
金
運
動
の

躍
進
を
確
認
し
て
総
会
を
終
了
い

た
し
ま
し
た
。 

              

　
労
金
運
動
を
推
進
す
る
県
・
店

推
進
委
員
会
は
、
労
金
の
各
種
取

組
を
実
践
す
る
た
め
例
年
ど
お
り

七
月
中
旬
か
ら
八
月
上
旬
の
間
に

ブ
ロ
ッ
ク
別
推
進
研
修
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。 

　
こ
の
研
修
会
は
、
労
金
の
「
し

あ
わ
せ
創
造
運
動
」
を
基
調
に
し

た
労
働
者
の
生
活
設
計
・
生
活
防

衛
・
生
活
改
善
を
テ
ー
マ
に
生
活

向
上
を
目
指
し
、
可
処
分
所
得
の

増
加
や
消
費
者
金
融
の
仕
組
み
、

高
金
利
に
対
す
る
防
衛
策
等
を
講

演
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
各
支
店
の
独
自
取
組
や

会
員
取
組
な
ど
の
紹
介
も
行
い
、

会
員
間
の
交
流
も
深
め
て
い
ま
す

の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

　
詳
細
は
、
各
支
店
よ
り
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。 

平　日（月～金） 
土・日 
祝日は閉店（但し、土・日の場合は営業致します） 

営業時間 

AM10：00～PM7：00 
AM10：00～PM5：00

TEL097-536-6366  FAX097-537-2591 
〒870-0036  大 分 市 寿 町 1 番 3 号  
　　　　　 　九州労働金庫 大分支店 3階 

ご連絡先 

ろうきん  ローンセンターおおいた 
昭和通り 

国道10号 

ジャングル公園 

大分市役所 

大分郵便局

トキハ 
ソレイユ 

オアシスひろば21

←別府方面 佐伯方面→ 
大分駅 

大
道
陸
橋 

ローンセンターは 
3Fです!!

ろ
う
き
ん 

総
役
員
数  

理
事
二
十
七
名
、
監
事
五
名 


